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(1)  

領域𝐷内かつ3点𝑂,𝐴, 𝐵のいずれからも十分離れている点の存在範囲は、 

右図(i)の通り。境界線を含む。放物線𝑦 = 𝑥2を重ねてみると、 

𝑎のとりうる値の範囲は 1 ≦ 𝑎 ≦ √3 ……(答) 

 

(2) 

𝑃(𝑎, 𝑎2) から十分に離れていない範囲は、 

 𝑎 − 1 < 𝑥 < 𝑎 + 1, 𝑎2 − 1 < 𝑦 < 𝑎2 + 1 

と表せる。 

 

𝑎2 + 1 ≦ 3 1 ≦ 𝑎 ≦ √2のとき 

点𝑄の存在範囲は、右図(ii)のように複数領域に分かれる。 

𝐿字型部分の面積は 

 4− (𝑎2 + 1 − 1)(2 − (𝑎 − 1)) = 4 − 𝑎2(3 − 𝑎) = 𝑎3 − 3𝑎2 + 4 

右端の長方形の面積は (3 − (𝑎 + 1)) ∙ 1 = 2 − 𝑎 

下端の長方形の面積は 1 ∙ (𝑎2 − 1) = 𝑎2 − 1 

 𝑓(𝑎) = 𝑎3 − 3𝑎2 + 4 + 2 − 𝑎 + 𝑎2 − 1 = 𝑎3 − 2𝑎2 − 𝑎 + 5 

 

𝑎2 + 1 ≧ 3 √2 ≦ 𝑎 ≦ √3のとき 

点𝑄の存在範囲は、右図(iii)の通り。 

0 ≦ 𝑦 ≦ 1の範囲の面積は 1 

1 ≦ 𝑦 ≦ 2の範囲の面積は 3 − 2 ∙ (2 − (𝑎2 − 1)) = 2𝑎2 − 3 

2 ≦ 𝑦 ≦ 3の範囲の面積は 1 ∙ (𝑎 − 1) = 𝑎 − 1 

 𝑓(𝑎) = 1 + 2𝑎2 − 3 + 𝑎 − 1 = 2𝑎2 + 𝑎 − 3 

 

 𝑓(𝑎) = {
𝑎3 − 2𝑎2 − 𝑎 + 5 1 ≦ 𝑎 ≦ √2のとき

2𝑎2 + 𝑎 − 3  √2 ≦ 𝑎 ≦ √3のとき
 ……(答) 

 

(3) 

𝑓(𝑎)は1 ≦ 𝑎 ≦ √3で連続である。 

1 ≦ 𝑎 ≦ √2のとき 𝑓′(𝑎) = 3𝑎2 − 4𝑎 − 1 = 3(𝑎 −
2− √7

3
)(𝑎 −

2 + √7

3
) 

2 + √7

3
− √2 >

2 + 2.6

3
− 1.5 =

4.6 − 4.5

3
> 0より√2 <

2 + √7

3
であり、1 ≦ 𝑎 ≦ √2において𝑓′(𝑎) < 0 

となり、単調減少。 

√2 ≦ 𝑎 ≦ √3のとき 𝑓′(𝑎) = 4𝑎 + 1 √2 ≦ 𝑎 ≦ √3において𝑓′(𝑎) > 0となり、単調増加。 

𝑓(𝑎)を最小にする𝑎は ∴ 𝑎 = √2 ……(答) 
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